高麗時代蒲柳雑樹水禽文螺鈿描金香箱の現況、材質および製作技法 by 李 容喜 et al.
高麗時代蒲柳雑樹水禽文螺鈿描金香箱の現況、材質
および製作技法
著者 李 容喜, 大谷 育恵(訳)













イ  ヨ ン ヒ
容喜
(国立中央博物館保存科学部 学芸研究官 )









たものと推定される。螺鈿香箱は蓋 ( 対の表 )、身
( 対の内 )、箱上に懸ける懸
か け ご


























物に対する SEM-EDS 分析と微小部蛍光 X 線分析、
ATR-IR による漆分析が主な内容であった。国立中
図 1　螺鈿香箱 蓋 (『朝鮮古蹟図譜』)






































把握するために文様の種類別に 1 倍、2 倍 [ 換算倍
率 5 倍、10 倍 ] の高精細撮影を行った。( カメラ：





用有無などを確認した。( 機材：Softex X-ray K2、 
条件：20Kv, 2μA,1 min distance 100cm, film Agfa D7)
4. 実態顕微鏡調査および文様の計測
　実態顕微鏡 (Laica MZ9.5, Laica M205A) を使用し

























の材質を分析した。( 機器：SEM-Energy Dispersive 
Spectroscope, Kevex Superdry, USA)





した。( 機器：Potable μ-XRF Spectrometer, Art TAX, 
Rontec, Germany、分析条件：500μA, 100 sec.)




クトルの特徴を比較した。( 機器：ALPHA-E (Bruker 








る。蓋は高さ 112cm、長さ 293cm、幅 194cm で、

















る ( 図 5~7)。木心は側面の板材を角部分で連接させ、
その内側に断面が三角形の角材をあてて連結した




木釘の使用痕跡は見られなかった ( 図 3,4,8)。
図 3　螺鈿香箱の断面図 (長軸面 ) 図 4　螺鈿香箱の断面 (短軸面 )










3600 ～ 3200cm-1 からフェノール性水酸基 (-OH)
によって引き起こされた広い吸収帯、そして微弱
ではあるがメチレン基の C-H 伸縮振動に起因する
2900 ～ 2800cm-1 での吸収帯が確認された。また
C=C 伸縮振動、芳香核の骨格振動、C=O 伸縮振動
等に起因するものとみられる 1730 ～ 1600cm-1 付
近での広い吸収帯も現れた。その他に 1450cm-1 か
ら見られる吸収帯はメチレン基に起因するもので、



















使用されており、織の密度は 28 × 20/cm で、約
300㎛の厚さの織物層を形成している。骨灰層上に
塗られた上塗漆の厚さは約 30 ～ 40㎛の範囲であ
図 11　中箱の前･後側面の X線写真
図 9　蓋の前･後側面の X線写真 図 10　蓋の左・右側面の X線写真
図 12 中箱の左・右側面の X線写真
図 13　懸子の文様面の X線写真 図 14　蓋枠の X線写真
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図 17　金描部分の漆塗膜断面 (透過光 )
図 15　対照区漆資料 (骨灰＋日本産生漆＋精製漆 )
の赤外線吸収スペクトル 図 16　螺鈿香箱漆の赤外線吸収スペクトル
図 18　懸子底の漆塗膜断面 (透過光 )
図 19　玳瑁文様周辺の漆塗膜断面 (透過光 ) 図 20　懸子の漆塗膜断面 (SEM)
図 21　織物心の織の状態 図 22　織物の繊維断面 (SEM)
178
金大考古 78　　2020,　　173-188.　　高麗時代 蒲柳雑樹水禽文螺鈿描金香箱の現況、材質および製作技法







図 23　柳 図 24　花木 1
図 25　花木 2 図 26　花木 3
図 27　木 図 28　石とネコヤナギ







図 35　風車形の花 (中箱の上部枠 )
図 37　菊唐草 (蓋の上部枠 )
図 36　風車形の花 (中箱の下端枠 )
図 38　懸子底の菊花













( 図 54~56)。風車形 (X 字形 ) の花形は中箱の上・
下枠と側面角部分に連なって施文されており、下枠
の文様はその他の部分と大きさや形態が異なってい





経箱と非常によく似ている ( 図 66,67)( 訳 2。
図 40　柳 図 41　花木 1
( 茎 W0.3mm; 葉 L2.6mm,W1mm)
図 42　花木 2















図 54　菊唐草文 (蓋下端帯 )
図 50　牡丹、菊唐草文 ( 唐草蔓の葉 L3.3mm,W0.73mm)




図 55　菊唐草文 (蓋上端角 )
181
金大考古 78　　2020,　　173-188.　　高麗時代 蒲柳雑樹水禽文螺鈿描金香箱の現況、材質および製作技法
図 56　菊花花芯 図 57　石
図 58　水禽 図 59　描金の鳥
図 60　螺鈿の鳥 (螺鈿脱落 ) 図 61　風車形の螺鈿文様 (大 )















図 64　葉 (螺鈿脱落 ) 図 65　花木の花と木 (螺鈿、玳瑁脱落 )
図 66　懸子の底の菊花 (螺鈿脱落 ) 図 67　懸子の枠の菊花 (螺鈿脱落 )













考えられる ( 図 69~78)。
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図 71　花木茎の螺鈿 図 72　花木茎螺鈿の側面加工痕跡
図 73　風車形の花文様 図 74　風車形の花文様側面
図 75　唐草蔓葉螺鈿の上面 (SEM) 図 76　唐草蔓葉螺鈿の背面 (SEM)


















ている ( 図 80,81)。
図 79　蓋の上側枠の菊花玳瑁文様
図 80　玳瑁文様黄色部分の蛍光 X線分析によるスペクトル (主成分：As)
図 81　玳瑁文様赤色部分の蛍光 X線分析によるスペクトル (主成分：Hg)
8. 金属線文様
　　螺鈿香箱に使用された金属線は単線と 2 本を




いる ( 図 82~89)。蛍光 X 線ならびに SEM-EDS 分
析の結果、0.5 ～ 0.6mm の厚さの単線は錫 (Sn) と
鉛 (Pb) の合金で、金属板を細く切り出して鍛造し
て作った金属線である。2 本を捩じって作った金属
図 82　2 本を撚り合わせた金属線 図 83　2 本を撚り合わせて 1本になった金属線
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図 84　2 本を撚り合わせた金属線 (SEM) 図 85　2 本を撚り合わせた金属線 (SEM)
図 86　2 本を撚り合わせた金属線 (SEM) 図 87　鍛造金属線の側面 SEM 撮影
図 88　鍛造金属線の切断面 SEM 撮影 図 89　鍛造金属線の研磨断面 SEM 撮影
図 90　2 本を撚り合わせた金銅線の SEM-EDS 分析
スペクトル (Cu,Zn)
図 91　金属製単線の SEM-EDS 分析
スペクトル (Sn,Pb)( 訳 3
成分 (wt%)
O Fe Cu Zn Sn Pb
3.92 0.32 71.08 16.93 0.77 6.95
成分 (wt%)
O Sn Pb Si Ca Fe Cu Zn
20.67 48.87 17.43 1.23 0.48 0.12 8.93 2.26
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線は銅 (Cu) と亜鉛 (Zn) を合金した金銅製であり、
0.3mm 程度の一定の太さの丸線 2 本を捩じって製
作したものと確認された ( 図 90,91)。
図 92　描金文様の花木分枝 図 93　描金文様の鳥
図 94　描金部分の漆断面 (透過光 ) 図 95　描金部分の漆断面 (落射照明 )
図 96　描金部分の漆断面 (落射照明 ) 図 97　描金部分の漆断面 (落射照明 )
9. 描金文様
　描金文様は花木の分枝、石周辺を流れる小川、空
を飛ぶ鳥などを表現している ( 図 92,93)。調査の









か い し え ん
子園画伝』


















文様は 0.3mm 前後の厚さのアワビ貝 ( 推定 ) を錐






た単線は錫 (Sn) と鉛 (Pb) の合金であり、また捩じっ
































の国立文化財機構の "e- 國寶 " で公開されており、細
部を拡大して確認することが可能である。[ 文化財オ
ンライン (e- 國寶へのリンクあり )：https://bunka.nii.
ac.jp/heritages/detail/131067/2]
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報告が出ており [ 岡田 1995]、また中国の漢墓出土
資料に対する実施例も報告書 [ 岡田 2009] 中で発
表されている。匈奴墓出土の資料についても、筆者
らは 2018 年度にツァラム 7 号墳の資料に対して
調査を実施しており [Okada2019; Otani 2019]、今後
も住友助成事業を通じてさらなる調査事例の積み
重ねができるものと考えている。
　一方で、著者らが先行研究について情報共有をす
る中で気になったのが韓半島の研究状況である。韓
国においては戦前の発掘調査で出土した楽浪漆器
